
令和元年台⾵第19号を踏まえた
「⼊間川流域緊急治⽔対策プロジェクト
【中間とりまとめ】」を公表します。

〜地域が連携し、多重防御治⽔により、社会経済被害の最⼩化を⽬指す〜
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令和元年台⾵第１９号において甚⼤な被害が発⽣した荒川⽔系⼊間
川流域における今後の治⽔対策の⽅向性として、関係機関が連携し、
「⼊間川流域緊急治⽔対策プロジェクト【中間とりまとめ】」をとり
まとめました。

川越市 東松山市 坂戸市 川島町 埼玉県
熊谷地方
気象台

荒川上流
河川事務所

「⼊間川流域緊急治⽔対策プロジェクト【中間とりまとめ】」の概要

○以下の２つを柱として取り組んでいきます。

①多重防御治⽔の推進

②減災に向けた更なる取組の推進

※詳細については、別紙をご覧ください。
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三
位
一
体
の
対
策

遊水機能 の確保・向上

○地形や現状の土地利用等を考慮した遊水地の整備
※外水（国管理河川・県管理河川など）、
内水の両方に対応する遊水地（（仮称）ハイブリッド型遊水地）を検討

土地利用・住まい方 の工夫

入間川流域緊急治水対策プロジェクト【中間とりまとめ】
～地域が連携し、多重防御治水により、社会経済被害の最小化を目指す～

川越市 東松山市 坂戸市 川島町 埼玉県 気象庁熊谷地方気象台 荒川上流河川事務所

令和元年台風第19号において甚大な被害が発生した荒川水系入間川流域における今後の治水対策の方向性として、関係機関が連携し「入間川流域緊急
治水対策プロジェクト【中間とりまとめ】」をとりまとめました。引き続き、具体化に向けた検討を行ってまいります。

河道 の流下能力の向上

○河道内の土砂掘削、樹木伐採による水位低減

○堤防整備（掘削土を活用）

①多重防御治水の推進（関東流治水システムの踏襲）

・直轄ダム、遊水地なし
・主に河道で洪水を処理

関東管内で決壊が
生じた河川の共通点

河道

流域

【参考】『多重防御治水』とは
地域と連携し、

①河道の流下能力の向上による、あふれさせない対策
②遊水機能の確保・向上による、計画的に流域にためる対策
③土地利用・住まい方の工夫による、家屋浸水を発生させない対策

が三位一体となって社会経済被害の最小化を目指す治水対策

１

２

３

河道の流下能力の向上、遊水機能の確保・向上、
土地利用・住まい方の工夫を組み合わせ対応

現状（before） 今後（after）

１ ２ ３

入間川流域における浸水被害状況

②減災に向けた更なる取組の推進

＜課題＞ ＜今後の方向性＞
関係機関等が連携し、円滑な水防・避難行動のための
体制等の充実化を図る

同時多発的な被害発生により、情報が膨大となり、
状況把握・情報伝達・避難行動が円滑に進まない

＜主な取組メニュー＞
○重要度に応じた情報の伝達方法の選択及び防災情報の共有化のための取組
■自治体との光ケーブル接続 ■氾濫を監視する機器の開発・整備
■危機管理型水位計、簡易型河川監視カメラの設置

○関係機関が連携した水害に対する事前準備のための取組
■タイムラインの改善 ■他機関・民間施設を含めた避難場所の確保
■講習会等によるマイ・タイムライン普及促進 ■広域避難計画の検討
■緊急排水作業の準備計画策定と訓練実施

○浸水が想定される区域の土地利用制限（災害危険区域の設定等）

○家屋移転、住宅の嵩上げ（防災集団移転促進事業等）

○高台整備（避難場所等に活用）

○土地利用に応じた内水対策の検討

※イメージ図

※各地域の特性に合わせてメニューを検討
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凡例

決壊箇所

越水箇所

浸水範囲

直轄区間

床上浸水 ５９２戸

床下浸水 ２８６戸

合計 ８７８戸

１，９５７ｈａ
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３

令和元年台風第19号の一般被害状況（荒川水系入間川流域 直轄区間）

令和元年台風第19号の概要

○ 荒川水系越辺川、都幾川では、３箇所の堤防決壊、１箇所での河川からの越水が発生しました。

浸水面積1,957ha、浸水家屋878戸となる大規模な浸水被害となりました。 11月7日時点 国土交通省、各市町調べ

11月7日時点 国土交通省、各市町調べ

①

②

③

④

⑤

⑥

都幾川神戸大橋付近

越辺川左岸7.6k付近

小畔川2.6k付近

都幾川左岸6.5k付近

都幾川右岸0.4k付近

越辺川右岸0.0k付近

※本情報は速報値であるため、今後の調査等で変わる可能性があります。

①

②

③

④

⑤

⑥



令和元年12月26日

川越市、東松山市、坂戸市、川島町
埼玉県

気象庁熊谷地方気象台
荒川上流河川事務所

令和元年台風第19号を踏まえた

「入間川流域緊急治水対策プロジェクト」
～地域が連携し、多重防御治水により、社会経済被害の最小化を目指す～

【中間とりまとめ】

参考資料



①荒川水系における令和元年台風第19号の概要 ・・・Ｐ２

②ー１多重防御治水の推進 ・・・Ｐ１７

②ー２減災に向けた更なる取組の推進 ・・・Ｐ２５
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①荒川水系における
令和元年台風第19号の概要

2



令和元年台風第19号の概要について

①令和元年台風第19号の概要

出典：気象庁提供資料

〇 台風本体の発達した雨雲や台風周辺の湿った空気の影響で、静岡県や関東甲信地方、東北地方を中心に広い範囲で記録的
な大雨となった。その結果、多くの雨量観測地点で既往最高に迫る雨量となり、横瀬雨量観測所、三峰雨量観測所では観測史
上最大雨量を観測した。 ※雨量観測所はいずれも国土交通省所管

レーダ雨量図

10月12日 6:00

10月12日 16:00

10月12日 11:00

10月12日 21:00
3

等雨量線図雨量期間

（10月10日20:00～10月12日24:00）

台風経路

荒川 笹目橋地点上流域

入間川 菅間地点上流域

荒川 笹目橋地点上流域

入間川 菅間地点上流域

荒川 笹目橋地点上流域

入間川 菅間地点上流域

荒川 笹目橋地点上流域

入間川 菅間地点上流域

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。

※統一河川情報システムより国土交通省が作成

※統一河川情報システムより国土交通省が作成



令和元年台風第19号の降雨の概要(荒川水系)

①令和元年台風第19号の概要

〇 台風本体の発達した雨雲や台風周辺の湿った空気の影響で、静岡県や関東甲信地方、東北地方を中心に広い範囲で記録的
な大雨となった。その結果、多くの雨量観測地点で既往最高に迫る雨量となり、横瀬雨量観測所、三峰雨量観測所、ときがわ
観測所では観測史上最大雨量を観測した。 ※横瀬雨量観測所・三峰雨量観測所：国土交通省所管、ときがわ観測所：気象庁所管

※令和元年10月洪水に関する数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります。

既往最高雨量と今回洪水雨量の比較 既往最高雨量

今回洪水雨量

4

516 539
※観測史上最大

589 564

579 597

※観測史上最大

553 542

514 491

772

561

基準水位観測所

雨量観測所
凡例

434

605

※ときがわ雨量観測所：気象庁所管、それ以外の雨量観測所：国土交通省所管

※観測史上最大
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入間川(菅間水位観測所)の年最高水位比較図

○荒川水系入間川菅間水位観測所において、氾濫危険水位を超過し、10月13日0時40分に
既往最高のピーク水位16.5ｍを記録しました。

平成１１年８月１４日 １４．４ｍ

１０月１３日 ０：４０
既往最高水位 １６．５ｍ

氾濫危険水位 １５．９ｍ

令和元年台風第19号の水位の概要①（荒川水系入間川）

①令和元年台風第19号の概要

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。5※水位は、標高（A.P.）表記

水位(m)
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越辺川（入西観測所）の年最高水位比較図

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

○荒川水系越辺川の入西水位観測所において、氾濫危険水位に迫り、10月12日18時00分
にピーク水位27.9ｍを記録しました。

令和元年台風第19号の水位の概要②（荒川水系越辺川）

①令和元年台風第19号の概要

6

１０月１２日 １８：００ ２７．９ｍ

氾濫危険水位 ２８．０ｍ

※水位は、標高（A.P.）表記

平成１１年８月１４日 27．2ｍ

水位(m)



8

10

12

14

16

18

20

22

24

26

S
5

2

S
5

3

S
5

4

S
5

5

S
5

6

S
5

7

S
5

8

S
5

9

S
6

0

S
6

1

S
6

2

S
6

3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1

0

H
1

1

H
1

2

H
1

3

H
1

4

H
1

5

H
1

6

H
1

7

H
1

8

H
1

9

H
2

0

H
2

1

H
2

2

H
2

3

H
2

4

H
2

5

H
2

6

H
2

7

H
2

8

H
2

9

H
3

0

R
0

1

水位
(m)

都幾川（野本観測所）の年最高水位比較図

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

○荒川水系都幾川の野本水位観測所において、氾濫危険水位を超過し、10月12日19時40分
にピーク水位24.2ｍを記録しました。

令和元年台風第19号の水位の概要③（荒川水系都幾川）

①令和元年台風第19号の概要

7

平成１１年８月１４日 ２３．５ｍ

１０月１２日 １９：４０ ２４．２ｍ

氾濫危険水位 ２１．９ｍ

※水位は、標高（A.P.）表記

水位(m)



堤防決壊
埼玉県 川越市 平塚新田地先

越辺川 右岸 0k付近
被害延長 L=70m

堤防決壊
埼玉県 東松山市 正代地先

越辺川 左岸 7.6k付近
（九十九川 左岸 0.0k付近）

被害延長 L=40m

堤防決壊
埼玉県 東松山市 早俣地先

都幾川 右岸 0.4k付近
被害延長 L=90m

越水
埼玉県 東松山市 葛袋地先

都幾川 左岸 6.5k
被害延長 L=634m

都
幾
川→

越辺川→

凡例

決壊箇所

越水箇所

浸水範囲

床上浸水 ５９２戸

床下浸水 ２８６戸

合計 ８７８戸

１，９５７ｈａ

浸
水
家
屋

浸水面積

8

令和元年台風第19号による被災状況（荒川水系入間川 直轄区間）

①令和元年台風第19号の概要

○ 荒川水系越辺川、都幾川では、今次洪水により河川水位が計画高水位を超過し、暫定堤防区間で決壊及び越水による外水氾濫が発生。

11月7日時点 国土交通省、各市町調べ ※本情報は速報値であるため、今後の調査等で変わる可能性があります。



令和元年台風第19号による被災状況（荒川本川 直轄区間）

①令和元年台風第19号の概要

9

〇 荒川本川では、上尾市平方（床上２８戸、床下７戸）、畔吉（床上１戸、床下３戸）、領家（床上１０戸、床下１０戸）で４９戸、桶川

市川田谷地区（床上１５戸、床下１５戸）で３０戸の浸水被害が発生。原因は無堤部からの溢水と推定。

※さいたま市桜区の戸数については、現在調査中のため計上していない。

11月7日時点 国土交通省、各市町調べ
※本情報は速報値であるため、今後の調査等で変わる可能性があります。

11月7日時点 国土交通省、各市町調べ



越辺川、都幾川堤防決壊箇所の洪水直後の状況

①令和元年台風第19号の概要

10

堤防決壊箇所（越辺川 左岸7.6k、 都幾川 右岸0.4k）

（越辺川 左岸7.6k）

（都幾川 右岸0.4k）



越辺川堤防決壊箇所の洪水直後の状況

①令和元年台風第19号の概要

11

Ｒ１．１０．１３ ６時時点

堤防決壊箇所（越辺川 右岸0.0k）

（越辺川 右岸0.0k）

Ｒ１．１０．１３ ６時時点



決壊延長
約70m

堤内地

R1/10/13 

堤内地
堤内地

堤内地

R1/10/13 

決壊箇所の洪水後の堤防状況

①令和元年台風第19号の概要

○越辺川右岸0.0k付近（埼玉県川越市平塚新田地先）の被災状況
○堤防が約７０m決壊

12

R1/10/16

R1/10/17 

堤内地



九十九川水門

決壊延長

約40m

堤内地

R1/10/13

堤内地
堤内地

R1/10/13

九十九川水門

決壊箇所の洪水後の堤防状況

①令和元年台風第19号の概要

○越辺川左岸7.6k付近（埼玉県東松山市正代地先）の被災状況
○堤防が約４０ｍ決壊

13

R1/10/13

堤内地

R1/10/13



小剣樋管

?
都幾川 破堤延長

約100m

都
幾
川
↓

堤内地

小剣樋管

決壊延長
約90m

R1/10/13

堤内地

堤内地

R1/10/13

決壊箇所の洪水後の堤防状況

①令和元年台風第19号の概要

○都幾川右岸0.4k付近（埼玉県東松山市早俣地先）の被災状況
○堤防が約９０m決壊

14



入間川流域住民の避難状況

①令和元年台風第19号の概要

15

市町村名 最大開設避難
所数(箇所)

最大避難者数
(人)

備考

川越市 41 4,900 避難所：27箇所
自主避難所：14箇所

東松山市 26 3,239

坂戸市 21 3,693

川島町 9 2,931

表１ 各自治体の避難状況

※第6回 荒川水系(埼玉県域)大規模氾濫に関する減災対策協議会資料や川島町HPを元に作成

市町村名 人数(人) 死者 備考

東松山市 １ 高齢の男性 １度知人宅に避難してい
た男性が、自宅の様子を
車で確認しに行ったとこ
ろ、氾濫した水で水没。

東松山市 １ 高齢の男性 災害関連死

鳩山町 １ ６９歳女性 橋の上で転倒

表２ 各自治体の死者数

※出典 デジタル毎日



河川管理施設等の運用状況

①令和元年台風第19号の概要

16

○荒川第一調節池の洪水貯留状況
○台風第19号による降雨により荒川が増水し、荒川第一調節池では10月12日（土）、
越流堤から洪水の流入が始まりました。

○今回は、過去最大の約3,500万㎥を貯留し、荒川下流域の洪水被害防止に貢献しました。

■平常時 ２０１８年１２月 撮影

荒川第一調節池

幸魂大橋

和光市

朝霞市

富士見市
志木市

さいたま市

戸田市

荒川第一調節池

幸魂大橋

和光市

朝霞市

富士見市
志木市

さいたま市

戸田市

■出水時 ２０１９年１０月１３日（日）１６時頃撮影

洪水流入状況

荒川荒川第一
調節池

10月13日撮影

(越流堤：上流より下流を望む)

約3,500万㎥貯留



入間川流域緊急治水対策プロジェクト
【中間とりまとめ】

②ー１多重防御治水の推進

17



 土地利用・住まい方の工夫
・浸水が想定される区域の土地利用
制限（災害危険区域の設定等）

・家屋移転、住宅の嵩上げ
（防災集団移転促進事業等）

・高台整備（避難場所等に活用）

・土地利用に応じた内水対策の検討

入間川流域緊急治水対策プロジェクト【中間とりまとめ】
②ー１多重防御治水の推進

＜令和元年台風第19号の課題＞

 入間川、越辺川、都幾川、高麗川、小畔川等の支川合流部は閉鎖型の氾濫域であり、これまでも度々
浸水被害が発生

 観測史上最高水位を更新し、越辺川や都幾川では堤防からの越水が複数発生し決壊に至るなど、現状
の治水施設の能力を超えるような事象が発生

 これまで河道内の対策として洪水をあふれさせない治水対策を進めてきたが、浸水被害の軽減を図る
ためには、これまでの対策に加え河道以外での対策も必要

＜今後の方向性＞

→ これまでの治水対策を加速化すると同時に、地域及び各関係機関等が連携して流域の遊水機能の
確保・向上や浸水が見込まれる区域における土地利用・住まい方の組み合わせなども考慮し、多重
防御治水により浸水被害の軽減対策を検討し推進を図る。

＜主な取組メニュー＞

 河道の流下能力の向上
・河道内の土砂掘削、
樹木伐採による水位低減

・堤防整備（掘削土を活用）

 遊水機能の確保・向上
・地形や現状の土地利用等
を考慮した遊水地の整備
※外水（国管理河川・県管理河川など）、
内水の両方に対応する遊水地
（(仮称)ハイブリッド型）を検討

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合があります。18

②ー１多重防御治水の推進



河道の流下能力の向上

堤防整備

取組内容

○河道の流下能力の向上として、河道内の土砂掘削、樹木伐採により水位低減を図るとともに掘削土を活
用して堤防整備を進める必要があります。

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。 19

河道内の樹木伐採河道内の土砂掘削

荒川 堤防整備事例（さいたま築堤）河道内の樹木伐採事例
（早俣橋付近）before

after

河道内の土砂掘削事例

②ー１多重防御治水の推進

※本川の水位低減を図ることで、副次的に支川合流や内水排除の観点からも有効です。



遊水機能の確保・向上

遊水地

取組内容

○流域の遊水機能の確保・向上の取組として、地形や現状の土地利用等を考慮した遊水地の整
備を進める必要があります。

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。20

■母子島遊水地 整備状況■昭和61年出水状況

無堤部

無堤部

大谷川
小貝川

越流堤

囲繞堤

周囲堤
西石田排水機場

川神馬排水機場

初期湛水池

田谷川水路

田谷川水門

（平成28年撮影）

②ー１多重防御治水の推進

他の河川における整備事例



土地利用・住まい方の工夫

取組内容

○土地利用・住まい方の工夫に関する取組として、浸水が想定される区域の土地利用を制限す
る必要があります。

21
荒川水系入間川流域における氾濫域のあり方(案)

※１

※２

※２ 【防災集団移転促進事業】のイメージ

国土交通省HP「防災集団移転促進事業の概要」より

②ー１多重防御治水の推進

建築基準法第39条

１ 地方公共団体は、条例で、津波、高潮、
出水等による危険の著しい区域を災害危険
区域として指定することができる。

２ 災害危険区域内における住居の用に供
する建築物の建築の禁止その他建築物の
建築に関する制限で災害防止上必要なもの
は、前項の条例で定める。

※１ 【災害危険区域】１河道の流下能力の向上 ２遊水機能の確保・向上 ３土地利用・住まい方の工夫

※ 具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。
検討に際しては、県・市町の各種計画（立地適正化計画等）と調整を図ることが必要です。



土地利用・住まい方の工夫

取組内容

○土地利用・住まい方の工夫に関する取組として、家屋移転や住宅の嵩上げ等を進める必要が
あります。

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。
なお、検討に際しては、盛土等による湛水阻害の影響などにも留意が必要です。22

宅地の嵩上げ

ピロティ建築

高床形式(ピロティ) ピロティ建築のイメージ

②ー１多重防御治水の推進



土地利用・住まい方の工夫

取組内容

○土地利用・住まい方の工夫に関する取組として、避難場所等となる高台の整備を進める必要
があります。

23

高台整備

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。

例）工事残土の活用等により緊急避難場所となる高台の整備

工事残土等で高台化

②ー１多重防御治水の推進

他の河川における整備事例

下高島地区（埼玉県深谷市）

栄地区広域避難地（埼玉県加須市）



土地利用・住まい方の工夫

洪水時

取組内容

○土地利用・住まい方の工夫とあわせて、土地利用に応じた内水対策の検討を進める必要があ
ります。

※具体な対策内容等については、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。24

②ー１多重防御治水の推進

排水機場

本川

水門水門

本川

水門水門
水門水門

排水機場排水機場

水門水門

排水機場排水機場

本川の堤防が支川の堤防より高い場
合、本川の逆流を防ぐために水門・
樋門を設置。
そのままでは水門・樋門を閉めた場
合、支川の河川が氾濫。

支川の氾濫を防ぐために排水ポンプ
で支川の水を汲み上げて本川に流す。

雨水流出抑制対策

・岡排水機場（東松山市）
・昭和６０年設置
（最大排水能力５ｍ3/ｓ）

・九十川排水機場（川越市）
・平成１５年設置
（最大排水能力２０ｍ3/ｓ）

既存施設の事例

洪水時

通常時

※写真：高坂駅東口第一地区調整池（東松山市）

（開発に伴う調整池の例）



入間川流域緊急治水対策プロジェクト
【中間とりまとめ】

②ー２減災に向けた更なる取組の推進

25



「入間川流域緊急治水対策プロジェクト」【中間とりまとめ】
②－２減災に向けた更なる取組の推進

〈令和元年１０月台風第１９号の課題〉

〈主な取組メニュー〉

 同時多発的な被害発生により、情報が膨大となり、状況把握・情報伝達・避難行動
が円滑に進まない。

<今後の方向性>

・関係機関等が連携し、円滑な水防・避難行動のための体制等の充実化を図る。

重要度に応じた情報の伝達方法の選択及び防災情報の共有化のための取組
・自治体との光ケーブル接続
・氾濫を監視する機器の開発・整備
・危機管理型水位計、簡易型河川監視カメラの設置

関係機関が連携した水害に対する事前準備のための取組
・タイムラインの改善
・他機関・民間施設を含めた避難場所の確保
・講習会等によるマイ・タイムライン普及促進
・広域避難計画の検討
・緊急排水作業の準備計画策定と訓練実施

26



②-２減災に向けた更なる取組の推進

防災情報の共有化のための取組（自治体との光ケーブル接続）

○防災情報の共有化のための取組として、自治体との光ケーブル接続を進めていく必要が
あります。

取組内容

27

荒川上流河川事務所

市

町 埼玉県

【接続した機関で共有可能となる情報（例）】

関東地方整備局
既存の光ファイバーケーブル網を活用した関係機関ネットワーク
を構築※し、リアルタイムでの情報共有を可能にする。
※一部自治体とはネットワーク構築済み

光ファイバーケーブルネットワーク
・河川監視カメラ映像（CCTV）

・ヘリ撮影映像

・河川情報（雨量・水位等） 現状ＨＰ（インターネット回線）での確認に加えて。



②-２減災に向けた更なる取組の推進

防災情報の共有化のための取組（氾濫を監視する機器の開発・整備）

○防災情報の共有化のための取組として、氾濫を監視する機器の開発・整備を進めていく
必要があります。

取組内容

越水や堤防決壊等による氾濫発生を迅速に把握するため、氾濫を監視する機器類の開発を進めます。

28

堤防

河道

センサーが越水を
検知して情報送信

センサーが決壊を検知して情報送信

河道

堤防

●ネットワーク経由でサーバへ
決壊・越水箇所の検知情報を集約

●本局・事務所では、決壊・越水箇所の
確認がリアルタイムで可能

●堤防へ高密度に設置したセンサーが、越水や決壊箇所を検知し、
情報を送信

決壊

越水

イメージ

イメージ

越水

決壊

センサー

センサー

センサー

センサー

センサー

センサー

センサー



防災情報の共有化のための取組（危機管理型水位計、簡易型河川監視カメラ設置）

○防災情報の共有化のための取組として、危機管理型水位計、簡易型河川監視カメラの設置
（増設）を進めていく必要があります。

取組内容

29

簡易型河川監視カメラ危機管理型水位計

②-２減災に向けた更なる取組の推進

ＨＰ「川の水位情報」で公表。

従来の水位計・ＣＣＴＶカメラと比較して安価で性能を限定した機器を、主に危険箇所※に設置し、より身近な情
報の提供で住民に切迫感を伝えます。

※河川合流部など、水位上昇が早い箇所。台風19号による状況を鑑み追加配置等を検討。

ＨＰで公表予定。
（静止画）



事前準備のための取組（タイムラインの改善）

○事前準備のための取組として、タイムラインの改善を進めていく必要があります。

取組内容

30

②-２減災に向けた更なる取組の推進

令和元年台風第１９号出水でのタイムライン活用状況の確認を実施し、得られた課題等の改善を行います。

（下図：川越市・坂戸市の現タイムラインの事例）



事前準備のための取組（避難場所の確保）

○事前準備のための取組として、他機関・民間施設を含めた避難場所の確保を進めていく
必要があります。

取組内容

31

既存施設利用

(例)洪水発生時における施設等の提供協力に関する協定(川島町)

・協定先

株式会社オータ

・協定締結日

平成30年1月11日

・協定趣旨

川島町内に洪水災害が発生し、または発生するおそれがある場合に一時

的に施設の開放をし、避難者の受入を行う。

・受入要件

①氾濫危険情報が発表された時

②町が避難指示、避難勧告を発令した時

③町が文書又は口頭により開設の要請をしたとき

・洪水避難施設詳細

施設名称 オータ川島店

所在地 川島町大字戸守382-1

使用範囲 3階駐車場・4回駐車場(屋上)

収容人数

3階：約1,000人
4階：約1,000人※

※1フロア1,740㎡,1.6㎡/人で計算

避難通路 南側スロープ

避難時の入口 南側出入り口

②-２減災に向けた更なる取組の推進



事前準備のための取組（マイ・タイムラインの普及促進）

○事前準備のための取組として、講習会等によるマイ・タイムラインの普及促進を進めていく
必要があります。

取組内容

32

出典：坂戸市HP 出典：下館河川事務所HP

②-２減災に向けた更なる取組の推進

（下図：坂戸市が住民配布したマイ・タイムライン作成ツール（左）、下館河川事務所が作成したマイ・タイムライン普及促進ツール（中央・右））



事前準備のための取組（広域避難計画の検討）

○事前準備のための取組として、広域避難計画の検討を進めていく必要があります。

33

広域避難については、全国的に取組が始まったばかりで知見が少ないため、荒川上流河川事務所管内の中でも想定される浸水が深く、浸

水継続時間の長い荒川と入間川に挟まれた地域を対象に広域避難検討会を立ち上げ、各種検討を先行的に実施し、「荒川右岸(R3)広域避難

計画策定に向けた検討報告」を作成している。

取組内容

②-２減災に向けた更なる取組の推進

（下記：荒川上流河川事務所における事例）



事前準備のための取組（緊急排水作業の準備計画策定及び訓練実施）

○事前準備のための取組として、緊急排水作業の準備計画策定及び排水訓練の実施を進めてい
く必要があります。

取組内容

34

平成２９年１２月及び平成３０年１０月、独立行政法人水資源
機構は排水計画を支援するため、機構が保有する排水ポンプ車等
の設営・操作訓練を実施。

坂戸市は、平成３０年１０月に緊急排水作業
を行うことができる排水ポンプ車２台を導入し
た。

②-２減災に向けた更なる取組の推進

（下記：水資源機構（左）、坂戸市（右）の事例）
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